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気が付けば日脚も短くなり、冬の訪れを身近に感じる頃となりました。今年も残すところ１か月とな

り、新しい年を迎えようとしています。4月からの子供たちの様子を振り返ると、できるようになったこ

と、楽しかったこと、一緒に悩んで相談したことなど様々な思い出が浮かび上がってきます。新年を迎

える前に、ことばの教室での学習についても振り返りを行います。どのような目標をもち、どのような

ことを共に頑張っていくのか、来年に向けて一緒に考えて指導を進めていきます。 

＜今後の予定＞ 

４日（水） お話グループ② １３：２０～１４：２０ 

５日（木） 八幡小学校内研究会（午後の指導はお休み） 

１６日（月） 個別指導終了 

                ２６日（木） 冬季休業日始 

                    

７日（火） 冬季休業日終              

８日（水） 個別指導開始 

１３日（月） 成人の日 

１5 日（水） 北区教育研究会（午後の指導はお休み） 

 

 

感染予防についてのお願い 

本校のことばの教室には、区内８校より多くの児童が通級してきています。感染拡大を防ぐため、 

以下の場合は通級をお控えください。また、マスクの着用をお勧めします。ご理解とご協力をよろしく

お願いします。 
 

 

 

 

 

 

※八幡小学校での感染状況についても、必要に応じて随時お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本人が元気でも在籍学級が学級閉鎖をしている場合。 

・本人、またはご家族のどなたかが、新型コロナウィルス感染症やインフルエンザ、

ノロウィルスなどの疑いがある場合。 

・本人、またはご家族や付き添いの方に、発熱や咳、くしゃみ、嘔吐や吐き気などの

症状がある場合。 

転居等のお知らせについてのお願い 

１１月の面談週間では、来年度の通級の継続や今後の指導方針などについて話をさせていただき

ました。 

今後、転勤や転居などのご予定がある際は、在籍校への連絡と同様に、ことばの教室にも分かり

次第できるだけ早くお知らせいただけますよう、どうぞよろしくお願いします。 

北区立八幡小学校  ことばの教室 

TEL・FAX （５９６３）４５２１ 

令和６年１１月２５日  NO．５ 



 

 

グループ・ペアの学習 
ことばの教室では、１年に３回「お話グループ」の活動があります。７月のお話グループでは、「す

ごく！すごろく」（NPO 法人全国言友会連絡協議会発行）という活動を通して、楽しく話したり自分な

りの考えを交流したりしました。 

また、「お話グループ」とは別に個別指導で伸ばした言語力を生かして、児童がことばでのやりとり

をする力をより伸ばすために、グループ学習やペア学習を行うことがあります。グループ学習では「分

かりやすく伝えよう」「友達の意見や話を聞いて考えよう」「協力しよう」など、一人一人の課題や、

やってみたいことなどにチャレンジしています。ペア学習では、お互いのスピーチを聞いたりインタビ

ューをしたりしています。 

グループ活動や学習で行った「すごく！すごろく」と協力型のアナログゲーム「Mmm！」（Pegasus 

Spiele 輸入販売元：株式会社ブラザー・ジョルダン社）を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青・赤・黄・緑（白）の中から止まったマスの色（白は好

きな色）のお題カードを取ります。カードの色によって、ジ

ェスチャーなど体を使った表現のお題、ささやき声・お化け

のような声・怒った声など声色を変えてことばを言うお題、

話し方について自分の考えを伝えるお題などがあります。 

７月の学習では、自分から伝えることが苦手でも友達の発

言を聞いて「言ってみよう！」と思えたり、自分の考えと共

感できたり、違う考えを共有したりすることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mmm！（マウスマウス） 

Mmm!は、協力型のボードゲームです。２～４人で意見を出し合って、クリアを目指します。

プレイヤーがネズミ、ボード上のネコが対戦相手になります。クリアできればプレイヤー（ネズ

ミ）の勝ち、クリアできなければプレイヤーの負け（ネコの勝ち）となります。 

食べ物の絵が描かれたサイコロを３つ同時に振り、出た目の食べ物をネズミが食べていきま

す。いろいろな条件がある中で、クリアするためにどの食べ物を食べるのか意見を出し合います。

自分の考えを伝えたり、友達の考えを聞いて自分の考えと比べたりします。とりあえず伝えてみ

ようという段階から、相手が分かるようにするための伝え方、自分の考えを受け入れてもらえる

ための伝え方など、回数を重ねるごとに伝え方のバリエーションが増えたり、協力の意識も高ま

ったりしています。 

すごく！すごろく 

～児童の感想～ 

「友達に自分の意見が伝わった！」 

「初めはうまく伝えられなかった

けれど、友達の意見を聞いて（参

考にして）、伝えられた！」など。 


